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山陰両県^島根県,鳥取県^における

近年の製材業の動向を比較すると,両県とも

製材業は縮少の傾向にある.島根県は鳥取県

より絶対量では,素材入荷量,製材工場数,

所有機械数,従業者数,動力出力数のいずれ

も多い.しかし生産能率に関係深い1工場当

り,もしくは従業者1名当1)に換算すると素

材入荷量,製品生産量は鳥取県が勝ってい

る.島根県は国産材の利用が50%を越之て
】)

いること等がわかる.

両県でこのような違いが生ずる原因を追及

する上で,両県の経済事情,地域陛,ネ木業形

態の違い等を充分に把握することは極めて大

切であるが,両県における各市町村別の製材

業の動向を知ることも無視できない要因の1

つであると考えられる。そこで島根県での各

市町村を大別した地区,すなわち出雲,石見

および隠、岐についての動向を,鳥取県では鳥

取,八頭,倉吉,米子および日野の各地区の

の動向を昭和50年より59年の10年間について,

両県の製材統計調査製材工場基礎調査結果表

はじめに

※ ※

に基いて,検討した結果を報告する.調べた

製材工場の動力出力階層は島根県では22.5k

W以上であり,また鳥取県では7.5kWであ

る.

資料の捌共に往Ⅲ窃力いただいた中国四国農

政局鳥取および島根統計情報事務所に厚くぉ

礼申し上げます.
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Ⅱ

製材用素材の入荷量の経年変化を総入荷量

(国産およぴ外国産材の総和),国産材およ

び外国産材について図1に示す.両県とも総

入荷量は56年より著しい減少を示し,50年の

総入荷量に対し,5笄より4年間で島根,鳥

取の両県はそれぞれ 33,27%の減少を示す.

この現象は外国産材の入荷量の減少に起因し

ており,島根,鳥取両県の外国産材入荷量の

減少量は50年の総入荷量に対し,56年より4

年間でそれぞれほぽ 30,22%である.国産材

は過去1吽間でほぽ一定値を示し,島根県で

は50年の総入荷量に対し,5弃と57年で50%

前後とやや増大しているが,ほほ'46ないし47

%を示す.56年以後では国産材の入荷量が外

国産材を上回る.鳥取県では58,59年ど咸少

しているが,57年以前では36%前後である.

製材用素材の動向

※ 農学部林学科

]986年3月



地区別では島根県の場合,総入荷量は石見

地区が最も多く,54年迄は20ないし26%,郭

年以後では]3%ほど出雲地区より多い.隠岐

入頭
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'^
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図1 製材用素材入荷量の動向

地区の総入荷量は10年問ほぽ変動せず,島根

県総入荷量の2ないし3%と三地域中で最も
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56年以後も減少はするものの,40%以上を占

める.八頭および倉吉地区での総入荷量はそ

れぞれ24ないし27%,15ないい8%を占める.

鳥取地区では5弃迄は10%前後であるが,56

年以後は]3ないい5%と増大する.この現象

は鳥取地区での入荷の絶対量力ち畔以後も変

動していないためである.日野地区の入荷量

は3%以下と少ない.

外国産材の入荷量は日野地区を除くすべて

の地区で55年以後減少する.入荷量は米子地

区で最も多く,鳥取県の総入荷量の最小37%

(58年),最高43%(55年)である.次いで

倉吉地区となり入荷量は9%(58年)ないし

12%(50,51,52年)の範囲にある.鳥取,

山陰地域における製材業の動向(11)

いで53年迄は倉吉,鳥取地区とつう'くが,54

年以後では鳥取地区が多くなる.倉吉地区の

入荷量は県の総入荷量の各年とも6ないし7

%である.鳥取地区の場合53年迄は4%,54

年以後は6ないし9%である.米子および日

野地区の入荷量は少なく,それぞれ県の総入

荷量の3およぴ1%前後である.

以上のことより,出雲および隠仙支地区では

国産材を,また石見地区では外国産材を主と

して入荷しているといえる.鳥取県では国産

材依存は八頭地区に,外国産材依存は米子お

よび倉吉地区に見られ,鳥取地区は53年迄外

国産材の入荷量が多かった力ち4年以後は国産

材の入荷が多いことがわかる.
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図一2 製材用素材の消費量の動向
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頭地区で,入荷量は県の総入荷量の21%(50,

53年)ないし25%(59年)の範囲にある.次
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表1

年

製材用素材の消費量と入荷量の割合(%)
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野の各地区の順で少なくなる.米子地区の消

費量は鳥取県の総消費量の最低で40%(58

年),最高で46%(53~56年)を占める.ハ

頭地区は21%(54年)ないし28%(58年),

105

山陰地域における製材業の動向(11)

85

65
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製品出荷量の

経年変化を図一

3に示す.両県

および両県各地

区での総出荷量,

国産材,外国産

材の出荷量の動

向は製材用素材

の入荷量の場合

と類似している

ことが図一1と

の比較によりわ

かる.

表一2に製材

品出荷量と製材

用素材の入荷量

の割合を各年に

ついて示す.同
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ね勝る傾向を示しているが(図一1-1参

照),素材入荷量と製品出荷量の割合は外国産

材の方が勝る.石見地区については逆のこと

がいえる.

鳥取県では県全体としての素材の入荷量は

外国産材が勝っている(図一 1-2参照)が

製品出荷量の素材入荷量に対する割合は国産

材の方が勝る.各地区でこの割合が外国産材

で勝るのは鳥取および倉吉地区のみである.

田中千秋・中尾哲也・高橋徹

Ⅲ.製材工業の設備と生産性

製材工業の規模および生産陛の動向を工場

数,動力出力数,従業者数および製材機械を

づくが55年からは倉吉,米子の順となる.そ

して鳥取,日野地区の順で工場数は少なくな

る.八頭,倉吉および米子地区の工場数は県

総数のそれぞれ26%(57年)ないし29%,24

%ないし26%(5笄)およぴ24%(59年)な

いし28%(52年)である.

動力出力数は図一5に示すように,島根県

は5笄に,鳥取県は57年に最大となる挙動を

示す.島根県では5詳に50年の出力数より20

%増加した後,年々減少するが,過去10年間

の出力数は5吽が最も少ない.鳥取県は島根

県ほど動力出力数の増加の傾向を示さず,57

年で7%増大するのが最大である.58,59年

は50年の水準を1ないし4%ほど下回ってい

る.対象として加之,以下に検討する.

図一4および5は工場数と動

力出力数の経年変化を示す.最

初に工場数について検討する.

島根県総数は5笄迄増力Uしつつ

け,同年で50年の7%増となる.

その後減少し59年では50年と同

水準となる動向を示す.地区別

では,出雲地区は石見地区より

18%(50年)ないし29%(57,

5詳)多い.出雲地区は5吽の

工場数が過去10年間で最少であ

る.石見地区も59年になっては

じめて50年の水準を下回る.し

たか'つて,島根県の製材工場数

は過去10年間で縮少してぃると

はい之ない.

鳥取県の総数は減少傾向を示

し,昭和59年の減少量は最大時

(50年)の24%である.地区別

では八頭地区が最も多く,次い,

で55年迄は米子,倉吉地区とつ
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地区別では島根県の場合,製

材工場数の場合と異なり,石見

地区での動力出力数が出雲地区

よ 1)勝り,両地区の差異は4%

(5詳)ないい3%(5笄)て

ある.両地区とも5弃の出力数

が最六である.隠、岐地区の出力

数は島根県総出力数の2ないし

3 %と少ない.

鳥取県における地区ごとの出

力数は米子,八頭,倉吉,鳥取お

よび日野の順で少なく

数は鳥取県総数の42%

年)を示す.八頭,

総数の21%(5笄)

山陰地域における製材業の動向(Ⅱ)

59 5555 5950 50

(昭和)代(昭ネ山 年年 代

6-2冉取県6 -]島根県

図一6 1工場当り平均動力出力数の動向

出雲地区の動力出力数は65kw (51年)ないなる.米子地区の出力

(5詳)ないし48%(53 し73kw (52年)の範囲にある.したか'つて

両地区の差異は,絶対量の場合(図一5参照)倉吉およぴ鳥取地区は県

より大となり,20%(50年)ないし42%(55ないし25%,16ないい8

年)である.隠、岐地区は三地区内で最小とな%およびⅡないい3%である.日弼寸也区は2

り,57年に腿kWと'支大値を示した後,59年ないし3%と極めて出力数は少ない.

では43kWと32%も減少する.図一6は製材工場1工場当りの平均動力出

鳥取県ではすべての地区で動力出力数は年力数を示す.島根県の平均値は58,59年ど咸

々増加しているのがわかる.米孑地区の出力少しているが,過去10年間では50年の出力数

数が他の地区よ1)2倍以上多く,50年で県平が74kWと最小である.鳥取県では過去1吽

均より70%(最小),郭年で84%(1及大)多間増大の傾向を示し,59年の出力数は77kw

い.次いで八頭地区,さらに5笄迄は鳥取,である.地区別では島根県の石見地区が86k

倉吉とつつぎ,日野地区の出力数が最も少なW (50年)ないし 10lk w (55年)の範囲に

い.57年以後は八頭,倉吉,鳥取,日野の順あ1),三地区の内で最も動力出力数が多い.
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対量の場合(図一1-1参1粉

と同様,三地区とも減少する.
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程度多い.鳥取県では島根県のような減少傾

向を示さず,県平均および各地区の過去10年

間における入荷量は概ね変動していないとい

える.米子,八頭,鳥取,倉吉,日野の順で

入荷量は少なくなる.しかし入荷の絶対量は

5笄より減少傾向を示す(図一 1-2参照).

これらの動向より島根県では郭年迄素材入

荷の絶対量と工場数の増減の程度が一定て

あったが,56年以後では素材入荷の絶対量の

減少に対して,工場数の減少の程度が少ない

ことがわかる.鳥取県では両者の増減の程度

が比較的よく対応しているといえる.尚,倉

吉地区の入荷の絶対量や工場数は鳥取地区

より勝っている(図一 1-2,図4参照)が,

入荷量を1工場当1)に換算すると倉吉地区は

鳥取地区に劣る.

図一8は従業者数の経年変化を示す.従業

者数は各年とも12月操業時である.53年以前

の鳥取県の従業者数は不明である.両県とも

年々減少しており,54年より5年間で島根県

は20%,鳥取県は30%前後減少している.地

区別に見ると,]0年間での減少量は出雲地区

で22%,石見地区で28%前後である.出雲地

区の従業者数は石見地区より20%(5吽)な

いし29%(5笄)多い.隠、岐地区では島根県

の総従業者数の3ないし4%と少なく,また

過去10年間を通して変動が少ない.

鳥取県では米子,八頭,倉吉,鳥取および

日野地区の順に従業者は少ない.米子地区は

鳥取県総数の31%(5吽)ないし36%(5笄)

を占める.日野地区は3%前後と少ない.5

年間での従業者数の減少量は米子地区が最も

多く41%,次いで倉吉地区33%,八頭地区

27%および鳥取地区21%である.

図一9は1工場当りの平均従業者数の経年

変化を示す.平均従業者数は両県ともに年々

田中千秋・中尾哲也・高橋徹

]05

95

85

島根県

出雲

59

石見

9

鳥取県

55 59 54 59

年 代(昭禾山 年代(昭ネ山
8-1島根県 8-2鳥取県

図一8 製材工場従業者数の動向

減少する傾向を示す.島根県の平均は鳥取県

より多く,54年で 2.5人(最高),56年で1.フ

人(最小)多い.出雲地区は島根県の平均を

上回り,石見地区よ 1)0.4人(57年)ないし

1.6人(5笄)多い.隠、岐地区は石見地区より

さらに少なくなる.鳥取県では米子地区の従

業者が著しく多く,県平均を 2.1人(57年)

ないし 3.7人(5笄)上回る.八頭地区も57

年以後県平均を上回る.八頭,倉吉,鳥取お

よび日野地区の順で平均従業者数は少なくな

る.

図一10は従業者1名当りの素材の入荷量の
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経年変化を示す.島根県では石見地区の入荷

量が出雲地区より5笄迄は 100ないし 130m.

(39ないし46%),57年以後では80ないし90

m'(27ないし36%)多い.隠仙支地区は出雲地

0.3
石見

ニ' 0 3

島根県 X

山陰地域における製材業の動向住D

02

叫

●シ>>ミフf
__y/')'ー゛
ノ隠岐緜

0,1

年代(昭和) 代佃召
10-1島根県 10-2 鳥取県

図一10 従業者1名当りに対する平均素材
入荷量の動向

50

米子

鳥取県
八頭

A /'
倉吉、日野

]0

55

区より入荷量は少なくその差は10ないし30,

m'である.鳥取県では米子地区の入荷量が他

の地区より多い.県平均の入荷量より25%(54

年)ないし33%(5眸)多い.八頭,鳥取地

区は大差なく,鳥取地区では県の平均値の84

%(5笄)と 109%(5笄),八頭地区では

87%(5笄)ないし 104%(59年)の範囲に

ある.倉吉,日野地区は県平均を下回り,倉

吉地区の入荷量は県平均の70%(5笄)ない

し80%(54年)の範囲にある.倉吉地区の1

工場当りの従業者数は鳥取地区より多い.ま

た出雲地区も石見地区より多いこと(図一9

参照)を考慮すると,これら二地区の生産陛

はそれぞれ鳥取および石見地区より劣るとい

えそうである.

図一Ⅱに従業者1名当りに対する動力出力

数の経年変化を示す.両県とも年々増大し,

両県の平均値を見ると,鳥取県の出力数が最

大1.7 kWすなわち20%(59年)多い.石見地

区の出力数は島根県の平均値を最小 1.2kw

すなわち20%(5吽),最大 2.4kWすなわ

8
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/

4
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代〔昭和) 年代(昭和)

Ⅱ一]島根県 U-2鳥取県

図一Ⅱ従業者1名当りの平1勺動力出力数の
動向

ち30%上回る.出雲および隠岐地区の出力数

は57年迄大きな差を生じない.隠山鄭也区は58,

59年の両年で57年の出力数より2kw(26%)

ほど減少する.

鳥取県では米子地区の出力数が大きく,県

の平均値を 2.2kWすなわち]3%(5等)な

いし 4.1kWすなわち41%(5吽)上回る.

他の地区の出力数は県の平均値以下である.

57年迄倉吉地区の出力数は八頭,鳥取地区よ

り lkWほど少ない.

図一12に1工場当りの製材機械の平均所有

量の経年変化を示す.製材機械の範ちゅうは
1)

前報に示したとおりである.島根県の51年に

おける所有量は不明である.1工場当りの平

均所有量を図一12より検三寸すると,出雲地区

が石見地区より勝る所有量を示す機械はドラ

ムバーカのみである.鋸機械類は出雲,石見

地区では減少する傾向にあるが,隠、岐地区て

はj勸口している.

鳥取県では鋸機械類が倉吉および米子地区

で井勃Πしている.ドラムバーカ,フォークリ

フトは各地区で増加している.

図一]3は製材機械1台当りの平1勺動力出力

数の経年変化を示す。両県のどの地区も動力

出力数が増大している.石見および米子地区
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は両県のそれぞれの平均値を上回り,特に米子

地区では鳥取県平均を50%以上上回っている.

表一3は製材機械1台に従事する平均従業

者数を示す.両県とも平均では減少し,米子

地区では0.6人(22%)の減少を示し他の地区

にくらべて大きい減少量である.しかし石見

およぴ日野地区では増大の傾向を示す.

図一14は素材消費量1が当りに要する動力

出力数の経年変化を示す.両県の平均値は年

々増大し,島根および鳥取県の59年における

出力教は50年のそれぞれ43%,32%増大して

いる.地区別に検討すると島根県では57年迄

の隠岐地区の出力数か著しく大きく,57年で

は県平均の24%も多い.石見,出雲両地区で
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は出雲地区の出力数が最小3

%(55,58年),最高20%

(53年)多い.

鳥取県では5笄迄は鳥恥也

区の出力数が最も多く,次い

で米子地区である.5笄以後

では鳥取地区を除いた全ての

地区で出力数は増大する.特

に倉吉地区の増大は著しい.

両県で55年以後の動力出力数

か急、増するのは,製材用素材

の入荷及び消費量の動向(図

表3

山陰地域における製材業の動向(Π)

年 代 (H召 代年 (昭
14-1 島根県 14-2 鳥取県

図一H 素材消費量1が当りに要する平ナ勺動力出力数の動向

製材機械1台に従事する平均従業者数(人)

R 40

区
年代(1]召〒山~

隠岐

54

出雲

島根県

石見

-1,2参照)や製材棚戒類の動向(図一12参

昭)より推察すると,機械類が大型化された

こと,またドラムバーカや動力による搬送装

置が導入されたことに起因すると思われる.

Ⅳ.結 論

島根・鳥取両県の製材工業の動向を昭和50

年より10年間にわたり地区別に検討した.結

果を要約すると次のとおりである.

島根県における製材用素材の入荷量およひ

動力出力数は,それらの絶対量,1工場当り

および従業者1名当りのいずれの場合も石見

地区が最も多く,次いで出雲,隠、岐地区とな

る.製材用素材の消費量,製品出荷量も石見,

出雲および隠、岐地区の順で少なくなる.工場

数および従業者数は出雲地区,石見地区,隠

岐地区の順で少なくなり,1工場当りの従業

者数も同順位で少なくなる.これらのことよ

り島根県三地区における製材業の生産性を比

較すると石見地区かより多くの素材をより少
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ない従業者数で製材しているといえる.

一方鳥取県では,製材用素材の入荷量およ

ひ動力出力数はそれらの絶対量,1工場当り,

従業者1名当りのいずれの場合も米子地区か

著しく多い.次いで八頭地区となり日甥,地区

が最小である.製材用素材の消費量も米子,

八頭の順で少なくなり,日野地区が最も少な

い.工場数は八頭,米子,倉吉,鳥取およぴ

日野地区の順で,また従業者数および1工場

当りの従業者数は米子,八頭,倉吉,鳥取お

よび日野地区の順で少なくなる.したか'つて

鳥取県における製材工業の生産性は米子地区

が最もすぐれ,次いで八頭地区となり,日野,

地区は最も劣るといえそうである.
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